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展材流

、たの人交

は新

おて巻活北

道な

の道場

いい昨く動海市

。、境展中開

てる今環
を企」

、経が開小拓

も

有

究のし支業な

研済著

後い

ニ今て

者、し

費り

連ーま

育事関シ

１

、

ー

を術技ズた

北道成業技

に情展開術や、

海内、

道

専許北

には報開発を特

て援門情海

お、提し支

今
、
り
あ

け研供

にこみ央事

し的厚中新

内内取のと依業

道道た

出

各各発りよ広存創

内

り経支

地地的組うがの

増

にす

向ま
の域なむに

４

応加

対

こ

と織合新厳す

と組総

用いと

もさ支事雇雇し

創の創雇が

にれ援業用

新制出受出用期

、た体

作に
事日とのけの情待

て効る

れのす

か業対

置
究地地

ど研各他

なな外
企

り流にの

取交域域

に

援振ど

んの積業

組へ蓄

幅

発熟変す興の

開成く
やした金広

に化化る基
、会支

すグてめ協い

対

が援

るロき

行

成バい北統を

助ーて
化。道しう

及ルる海合
小中援

科がこ中、支

び
道

技むよ企小機

学進の

すの科

る究ないにと報

。しる提学

産開どる関

支な行て道供・

業発を

食ど業

援どうは立な産

行々工品の技

機を様、

援振

のうな業加支術

関

業術研を興

概公産技工

団

・試支の究行財

況設

野ンてや

課験援分セっ

に産こ、を済援
題研機

制

位存業と新も構体

優

らかの

性在振にした造

り産すら整

等す興よい

資本、業と自備

をるや

関

か源道自群と立に

生

に経す

しやが立のも型

経出、済る

た蓄優型創

さ性済・豊構事

事積位

へ

展れを構育か造項

業

皿約勢さ
開た保造成さ

連義の６にれ

業本の意

。

出事携拡割ある

創新
支情新本

の業や大がる

機交創に

め援報規道

た
協をにっ

地関流業と

各
会めり、

整議進よて

に
さ、生新

備

新みた

究

きりれ研

で取さや
れ

を業関

おみ産機

て組た
と

さめ源ど

、進資な

り
と用広

にこ活の

らるの
な

地重当的

両がに域

、

と

術中う業企関

域要た

環興にし

や、な振業

境公対て

産
技技の社す、

業

北

術術変、る

のの化
対海営道

普飛に北経海

な的応道改中

及躍

七

、工」企

どなし商善小

導総

支展企指、業

の進

援な業

が網ーる函

究関をタい

す、地

関、羅が。館

機

道術産

はれる技域

をそ

工導振

めれ立指業

じぞ

試技財

資施業や興

、の

場移な

供目験術団

金策

はをの

、ごを転ど

給的

転

に知ちへ及との

経と

転新力換

よ識、のび活

自技長換たのを

る、成

事るた

立術ががなあも

ど待待業本ら

型な期期

のこ

済をででの道す

経

るる出経と

構活きき創

期

のし分。を済が

造用
地のる会待

実、野図社

た出な

域産このさ

現

なさ事

つ

事れ業

つ

業て創

あ
」創りは

総）のお出

る
支へ出、

合
体参促成用

援のを平雇
の 制加進

互どて版け

相なし年受

連通く小の

のをい中皿

はを

通あて携

共でっ連
、

術こり

技。、図

のる
なや

をう術

題よ技

課の

と組な

マり報

ー取情

テ
てをの

しみど

新ン金支

事どのセ資合
給セ

を業たタ供援

業企

施取事、」ン

実をなー
、タ

じ術

営にじは技
しり業

、財

導置食め系

指設め
術に

人れ加技団

、さ品

展る

の業と発れ

材、工

産寄

色興、に。

特振が

か点のし

生重業与

をに

、要業大

携じ必企拡

、

地あ書も

図他が白を

を
の。、ら

た域る）た

る

しスを

択ー流

選ベ交
め 範道る

広、め

、に進



在本重積

やつ産潜が蓄

た源的道要さ

、あま資

事。、なな経なれ

新る

が題技

業豊ど可済課た

な利性そと術

創か、能

っ人

の自用はのな・

出
ツ然価高活

北 海

体新本活

事の面る致

２

める制事道動

道業たす

は助の課が業での

でや

、開

、成各題必創は展

で支テや

平事産や要出

支題あ援ク、

成業業問

年実援点る体ノ地

８の

道 公 報

っ目。

うどて援行立い

、の業て的

専をもこ事

従

家う経よをいに

門行

に施事い

派こ営う実る

事と導、し例、

遣と指

い、自

業しや道てや独

やて融内

号外第

函ーし事報

を行タ供情

たて館な、業化

通まっ

ど

て、い市ど事化な

し

立階中

行北る産で業段

支、ちの小

う海。業は

業

接信援イ上支企

間道
投用センが援

号

設金成

が資助

ーる

平立供や

成さ給事
十れに業
三る関化
年。し資
四

・

ーに値い力て材

て金

高維る情

ル恵の。をい
とな

なれい持こ報

とま

技広域強かど

るた地・

源す、産

術大資化らの
業資

ノ大がる企業

・な

ハや富め誘源

ウ地豊た

存はに有

ウ海にに致を

度施機を。制ポ域
・洋

備ス業

かな関踏整リ産

、おえののの

らどにま

設成

業起けた必建育

起

施援性促な

化業る支要
やの

各支策が進ど

の化
階の開要頭産

段援展重
当の立振

にたにと脳業

大に

じのた観地興

応め

斡おが学事

、い資にる

を

請。旋い、と業

下る

は立共実

企こなて道の

のほの、の同施

業のど

験究て

販か支様試研し

北事な研のお

路、援々

例、

拓海業産究事り

開

実支関な横

の道を業機

者
め工施援がど断

た商

ュのしが

資保ンキりと

債協ーベ初て抱

や証タ

段、る

務会、ー期はえ

ト

様

保で

海ーに北々

証は北ル階

問

ど中道ムお海な

な、

開る中題

を小ソやけ道

う業ト放支小に

行企フ

を業し

こ者ウ試援企対

とのェ験

月はの

六、貸

日

ー増
タび

ン及
セけ

同付

金

、新
が資

曜

造等
創株

日

人が在、よ効

中引
的の

る済産活

材もす経るに
集し

情らこ構業用

・た

な農かを積た

報すと造

、立とた

ど水ら自と新
に事

業資新型もな

産産

源、な済地業

資源た経

業移資創

の森事に域の

構施
積資創行源出

蓄林

新策てか想策

た施っ点
、、推展

規をもらのの
をに

業開創各進開

開展
相て者援はよ

のし業支
ど関め、

談きな機じり
こ地

口いのが、各

窓て
設が展断れ域

のる発横
階にでの

置、段的まへ

な

の会し機連を的

、新

が協く連

受連て関絡除

注会る、議と携

発合い

をそ制

のな。技会、体
必

旋の開組れは

斡ど術

小やしれず

及中発織ぞ
相産も

受企資、のし

び

分

注指供互業十

発業金

機な情援と

情導給に支

合民

と円ア室行総て
報

術機て支間

し滑技、っ

門

い資開器い援専

てな

設。ン家

る金発・るセ
ー活

達構備タを

。調機
どが用

の、な

川低経て

め旭を、し

た

業な、切

債産廉営適

の

企け
小受

保高利技な

務

と特
象、

対か
をほ

業の
開ャ
究チ
研ン
たベ
し定

が源出すや及

なキ
発ー

図こ域地

進及をる地び
ー

４
つ畜るとに域

みび
開れ課ト
術）

フ 新創発ぞ題技ト

の生開」

ォ 事業やれが

際製段ず発な

ー 業に新

に 出し品階る支ど

ム 創

連の産
支てのに。援が

集

び業と携企業

及事ご
出直図誘積

研創にを業

修

る機本が、

を連き道り

うに体動道６機

支行携

的

体たよ制的がつ動

援

大地な

制めりがな広の

関ど報機は

の、、必支

換がえ

提に各交関い

の
ない支を設な

供お種
がかー企

て援の関とォ

能た実らム業

提体機ま

すの、施、がの

供制

要展

る地充中し研必発

度用術助
こ域実核て究

セで人を

事化料、言

証

３

、

をン提材行

業
、、、出新利

て的り創

事性

ひ効研支事体新便

創的業が

と果究援業系

発制出・の高

つ的開体

窓活か）支効創い

のな

企機
すル
対タ
にピ
どャ

の

経しど

のかな

業し関

必

は 新業援

革創支

営、

の、要

、 援は開おこ」

事、てたで

事 体、発い

業 制

術る

の に業試、め技あ

術企移。

企 必の作技、

な画のシ業転
画 要企品

発、 階 機に製ーの」 段
ら るを、展か 能係作ズ
て金階術 技 情経資段技

域支

開 や、、に情 術 報

体面生援

整総研要援な

開あ制積活体

備合究で

当な発るのを経制

に的

圏構

たコか。整有済の

デそ、に築

っーら備し
た備図

はィのま整を

て

こ

各ー業、をる

、ネ事
機ま域めと

支ト化地進

開と段
機能でのてが

援

なる発す階

とプをとい

ッるる施かるに

でラ図

じ

施トこ支策ら機応

、

のごた

策フと援もそ能

関め研と支

のォが機含

ム要と、究に援

体ー重

制

的）で他幅成、体

系

を数の

かのあの広果複

援選活の整

つ中る支い

果と機択用支備

効核。

にと

口用らが援果出こ

制な当、

でが事必体的

化で整支たま

総難業要

的いまあ備援った

合し

は経

に状でるにがて、

た能、営

相況企。当可

であのっな一改

談に業

制所支

きる発て体箇善

こ段課ので援

る。展の

者を
制の階題整各機

体

るが対

めどけ

進な受

を

こ

が業る

と産す

こ、応
独効

でをが

要源と

重資

研応報

。で的

る力果

あ

提 、 術産究じの 発 技生
ー販器支供 新 シ・機た
施を、 品 ズ売・援」 製

ど事設総開 なと
ど的ち と

の業な合立 発
が っ

集展にに上 い

収が
調さすうり た

・開対行
様め援 階

査れるた支 段

る要

関を企特い重

にる

おすのあ地で

に有業色

展産産る

ける発る域あ

集支

支核段業業。

る中

のセ

施支に積援

援的階

進タ

も機じ促ン

策援応

図な

まと支をー

踏関た

し援

、のをるど

え他援

関

なるがのた機

的な関

援互か業に

活支相中事
適開る

が機にら展よ

用

機

らに携切に有

図関連

いる施る的

れつすな至
の段連

こてこ策各な

る

を

か、に検階携

とはと

合りが地図

ら統よ討で

応のや

とたに備種能
、

て援金

っ、じ支資

なめ
援策給

い内支施供

て道
る応能

い産すに機

なの
合るど

と支総えな

こ業
な制つ

ら機的体一

か援
援相支

各の支がの

、関

るら
すえ
達考
調と

支統

ず多
の、
おが

はる
にれ

と種

八

、に

あ支
がの
界様

限多

始こ々
ニ域ン い

まとな地イ お
はュ

、らープキ て

りか
術そやッ、ベ

技、ズラ

系援う点の

体支行観と

な関とら携

的機こか連

援ので、よ

支とがもに

他能プ必

新な、可域る
ッが

業にのとラ要

事ど
出り援るトあ

創よ支な

体談援

。

支そ機こフる

連に関

施や制者機

援合
策
体に事っお

の携新とに

策
、施
り援

系よ業てい 援い
支つ

業に
産
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三 想社道ン援称

年 に、にタ機

四 おー関 お

北 海

５

我換境、変

中転環はの
な

的核がすの中化

核中

た化企ど

支的国る変小

機援経めに業を

援支の

応対ま

関機済に対に踏

に関社は

道 公 報

供キ

術術金ン

技技資イ

支機機ベ

発転給ュ

開移
援能能ー

号外第

こコが分

広的セな関十

な機タのー、に

大なン

ィれの

本能ーたデこそ

し整、ネら効

道とをめ

機を

地て備地ーの果

の

てプ機能発

域、し域ト

特

号

た保のは

ま確こ要

の需
、業

生とか創

、」ほ、

・っな

産い
売支金の

販た資ど

月 け北けをの財

六 る海る位概団

日

商小付人

地道中置要法

ラ指業る北

プ工企け

域
ッ導のこ海

金

フン合と中

トセ総と道

曜

ーーなる企

ォタ的す小

日

援総

ム、支。業

る、

関の会、さすえ
の

ス域て指そ

す設シ地せ
・見

事テ経い導の

る定

し

やのこ支直

項ム済く

図

営いが体を

経担と援
て

境でめのっ

環手求制
く

大るれりい

があらあ

能

能機

機ト

き中る方

遍
普

人 地的

情

域機経販
報 能営路材
提 】改開育 プ

供 ラ善拓成 ・ ッ支機機 コ ト援能能 ー

フ機デ 能ィ ォ

を担す

性地いラ能を揮

に。ト有うる

を域るッ
ォ地事

まおフし新。

踏

ムプ支

、るー域業

えけ

しッ機

域談とラ援

地相

整フと

創口てト関

の窓

すー互

者能備ォ相

業機

い機給場

と援供各
な」

必お

たがやに

っ能」面

段

ズ生

にでーて

階要ニい

て。シる

っるとじ

ああ
のえ

、ズ考

はーと

と援

核海関支

中北機合

援小てン

支中しセ

的道
振さ

関業備ー

機企整タ

て基る

し興れ

と
会海

、協北

は金

つと

く小。にこ
北の道

て必

化業ういが

変企こ
、と

るそたも要

すがし
代え

、事況時考

中の状
潮れ

道活的のら

本業に
や。

済やに流る

経動確
管す済

自営応経

を経対

立

ネ ー

ー ムト と機 し能

備
整

て
る地

す

窓 機

談 的 能相 徴 機域 特

が必機の連

どがるムに

用では心す

利要能中携

やり次なこ

しあ、とる

い道９てに

す、のっと

制しの能り

体とつ機よ

すは能る当

とて機す、

た域し核支

る地と中該

。

改チる

営ッれ

経マら
な様

援」の

支グこ

善ン
の普

、どな

」

機

開しな

路渡的

販橋遍

団小

海３中

」能能

拓機

小が業

中体企

道
基者営専創す

営業経遇

家者経

小盤等改門業る

たス

型理るシ

規のを善

へ済にム

済経めテ

経を

こ及設基備設

債株営設

務

金貸

保のび備小盤資備

機 】

口 能

証ほ転資規の

能

金資開創

るる化資究業

生助推

成活

産成進供金北発造

産、的援

、をの給貸海

支合援能

、業総支機

め

、

徴援的機は

特
援たデど
ネ有術技

機事まィが技

関業た

開海

な展、ーす開術北

加

、にに
ど開総トる発

対
イ

材る、

人すえ
道

年支海

立な北

住設主

模強支支派及営

所月援

事経技

企化援援遣び、

必る業業営術

業にす事
備新人

等要設】革、

者

与図、

備設貸を材

設な
業う報

入等事ろ情

導備
実すな

金購をと化

資を

強貸与
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